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1. 視察目的 

東日本大震災の被災地を訪問し、震災遺構、復興まちづくり、防災・減災施策、危機管

理体制について調査し、その成果を貝塚市の防災・危機管理行政へ反映させることを目

的として実施した。 

2. 主な視察先 

・南三陸 311メモリアル 

・南三陸町復興祈念公園・旧防災対策庁舎 

・気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館 

・いわて TSUNAMIメモリアル 

・大船渡地区消防組合消防本部 

・石巻市震災遺構 大川小学校 

・仙台市震災遺構 荒浜小学校 

・かわまちてらす閖上 

3. 視察概要 

南三陸 311メモリアルでは佐藤仁前町長と約 2時間にわたり面談し、『過去の経験が次

の災害への思い込みになってしまう』との教訓を学んだ。 

 



 

大船渡地区消防組合消防本部では、昨年の大規模林野火災について、当時副消防長とし

て現場指揮を執られた現消防本部総務課長から説明を受けた。樹冠火、飛び火、消防団

の役割、ICT・GIS・グリッド図・ドローン等の活用など、現場で得られた知見を得た。 

 

 

 

大川小学校、荒浜小学校では、防災教育、避難判断、災害伝承の重要性を学び、かわま

ちてらす閖上では復興と地域コミュニティ再生について視察した。 

 

 



  

  

4. 貝塚市への提言 

①防災教育の充実 

②自主防災組織・消防団の強化 

③ICT・GIS・ドローンの活用推進 

④平時からの避難訓練の充実 

⑤災害伝承の継承 

⑥官民連携による地域防災力向上 

5. 所感 

今回の視察を通じ、過去の経験にとらわれず、常に最悪を想定した備えの重要性を再認

識した。被災地で得た教訓を貝塚市の防災・危機管理施策へ生かしていきたい。 






